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1 はじめに

本研究では, 名古屋市内の某ラーメン店のシフトスケ

ジューリング問題について考える. このラーメン店でのシ

フトスケジューリングにおける最大の問題点は, 希望通り

のシフトに入ることができないアルバイトが数多くいるこ

とである. このラーメン店ではシフト作成を店長 1 人が手

作業で 2 週間ごとに行っている. シフト作成は基本的に営

業時間内に行っているが, 他の業務と並行しながら行わな

ければいけない. よって, シフト作成時間を十分に確保す

ることが難しい. そのため, 効率的なシフト編成ができず,

アルバイトが希望通りのシフトに入ることができない結果

となることが多い. また, アルバイトにシフトが発表され

るのが前日や前々日となることもあるので, アルバイトか

らの不満の声も出ている. 現状のシフト作成方法は, シフ

ト作成者に大きな負担を強いるだけでなく, アルバイトに

とっても直前まで予定が決まらないという大きな問題を含

んでいる.

2 問題の説明

2.1 現状の問題点

現在把握できている問題点は大きく分けて以下の 5つで

ある.

1. アルバイトの大半が働く時間に制約が多い

2. アルバイトごとに作業能力に差がある

3. 希望したシフトの 5, 6割程度しか入れないアルバイト

がいる

4. 店長 1人の直感によってシフト作成をしている

5. シフト作成の時間を十分に確保できない

2.2 言葉の定義

この問題を解くにあたり, 使用する言葉を以下のように

定義する.

希望日数 アルバイトが希望するシフトの日数

最低希望日数 希望日数の中で最低限入りたいと考えてい

る日数

アルバイトの満足度 最低希望日数と実際に働いた日数

の差

能力 勤務期間 3 ヵ月未満のアルバイトの能力を 1 とし,

勤務期間 6 ヵ月, 9 ヵ月, 12 ヵ月以上のアルバイトの

能力を 2, 3, 4とする

2.3 考慮する制約

2.1 節で説明した問題点から考えられる制約は以下の通

りである.

1. どの時間帯においても最低必要人員数を確保する

2. 日本人アルバイトは 1時間に最低 1人は勤務しなけれ

ばいけない

3. 勤続日数が 3ヶ月以上のアルバイト, いわゆる新人で

はないアルバイトは 1時間に最低 1人は勤務しなけれ

ばいけない

4. 連続勤務は 5日までとする

5. 1 日にアルバイトがシフトに入ることができるのは 1

回までである

3 定式化

3.1 記号の定義

記号を以下のように定義する.

M : アルバイトの集合

J : 日本人アルバイトの集合, (J ⊆ M)

H: 1日の勤務可能時刻の集合

A: アルバイトの能力レベルの集合, A={1, 2, 3, 4}

T : シフトパターンの集合

D: 2週間の日にちの集合, D={1, 2, …, 14}

rm: アルバイトm ∈ M の最低希望日数

pdh: d 日の時刻 h から h+1 時の間に最低限必要なアル

バイトの人数

udh: d 日の時刻 h から h+1 時の間にシフトに入ること

ができる上限人数

ldah: d日に時刻 hから h+1時の間に能力レベルが 2以

上のアルバイトが最低限必要な人数

th: 時刻 h時から h+1時が勤務時間に含まれるシフトパ

ターンの集合

αma =

1 アルバイトmの能力レベルが 2以上のとき

0 そうでないとき

jm =

1 アルバイトmが日本人アルバイトのとき

0 そうでないとき

hwmdt =

1 アルバイトmが働くことができるとき

0 そうでないとき

nwmdt =

1 アルバイトmが働くことができないとき

0 そうでないとき
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xmdt =

1 アルバイトmが d日にシフト tで働ける

0 そうでないとき
3.2 定式化

この問題は以下のように定式化できる.

min ∑
m∈M

|rm −
∑
d∈D

∑
t∈T

xmdt|

+
∑
m∈M

∑
d∈D

∑
t∈T

nhmdt(xmdt − hwmdt)

s.t.∑
t∈Th

xmdt ≥ pdh (d ∈ D,h ∈ H) (1)

∑
t∈Th

xmdt ≤ udh (d ∈ D,h ∈ H) (2)

∑
m∈M

4∑
a=2

∑
t∈Th

αmaxmdt ≥ ldah (h ∈ H, d ∈ D) (3)

∑
t∈T

d+5∑
k=d

xmkt ≤ 5 (d ∈ D − 10, 11, 12, 13, 14,m ∈ M)

(4)∑
t∈T

xmdt ≤ 1 (d ∈ D,m ∈ M) (5)∑
j∈J

∑
t∈Th

xndt ≥ 1 (d ∈ D,h ∈ H) (6)

目的関数と各制約条件の意味は以下の通りである.

目的関数は最低希望日数と実際に働いた日数の差の絶対

値の和と希望した時間にのみシフトに入れる制約をソフト

制約とした関数の和の最小化である.

(1) d日の h時から h+1時の間に店舗運営に最低必要な

人員の制約

(2) d日の h時から h+1時の間にシフトに入れる最高人

員数の制約

(3) どの時間帯においても能力レベル 2 以上のアルバイ

トの最低必要人数の制約

(4) 6日以上の連続勤務を禁止する制約

(5) 各アルバイトが 1 日に入れるシフトは 1 つのみであ

る制約

(6) どの時間帯においても日本人アルバイトが最低 1 人

必要な制約

4 計算実験

目的関数が絶対値のため, 線形化をし, IBM ILOG

CPLEX version 12.5.1 で解く. そして 2 週間分のデー

タを用いて問題を解く. 使用したコンピュータの CPUは

Intel(R) Core(TM) i5-4440S, メモリ数は 8.00GBである.

4.1 実行結果

図 1は 2週間分のシフト作成の実行結果である. 青色の

セルが日本人アルバイト, 赤色のセルが外国人アルバイト

を示している.

図 1 1日目のシフト

4.2 1 日に複数回シフトに入ることができる場合の実行

結果

図 2 1日目のシフト

ここでは, 実行結果の中で特に特徴の大きかった 2つの

実行結果について述べる. 4.1節の実行では, 表 1の満足度

より, 当初の目標であるアルバイトがなるべく希望通りに

シフトに入れるようなシフト編成はだいたいうまくいって

いると言えるが, アルバイト 1人 1人が短時間のシフトで

働く結果となってしまった. いくら希望通りシフトに入る

ことができても, 短時間のシフトを多用することはアルバ

イトの立場から考えるとあまり好ましくない. よって, 4.2

節の実行を行うことで, 課題となっていた短時間のシフト

を大幅に削減することができた. また, 以下の表 1 よりア

ルバイト 1人当たりの平均満足度もほとんど減らさずにシ

フト編成をすることができた.

表 1 目的関数値と満足度

目的関数値 アルバイトの平均満足度

4.1節の実行 68.889 1.148

4.2節の実行 85.714 1.429

5 おわりに

表 1 よりアルバイト 1 人当たりの満足度をおおかた維

持しつつ, 短時間のシフトパターンの多用を避けることで,

現状よりアルバイトに配慮されたシフトを作成することが

できた. また, シフト作成にかかった時間は約 20 秒ほど

で, 従来の手作業でのシフト作成と比較すると大幅な時間

短縮ができた. 今後の課題としては, 人件費も考慮したう

えで満足度を維持したシフトスケジューリングを行うこと

である.
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